
　ボランティアや地域活動に興味があり、まちつ
くの募集を見たことがきっかけで参加しました。
公共空間の利活用がテーマだった最初のまちつ
くでは「カフェをやりたい」と書きましたが、そ
の時は本当にできると思っていませんでした。で
も、まちつくのメンバーと活動することで、やりた
いことが形になっていき、最後はキッチンカーを
借りて金鈴荘に高校生カフェを出店。オリジナル
ドリンクを販売することができ、多くの方に楽し
んでもらいとてもうれしく達成感がありました。
　これまで、特に将来やりたいことがありません
でしたが、まちつくの活動をきっかけに大学でま
ちづくりを学べることを知り、今に至ります。ま
ちつくからは、挑戦するきっかけをもらいました。
また、やりたいことを言えるようになり、
一緒にやってくれる仲間もできました。
　今後も地域と関わりながら、住んでい
る人がやりたいことを実践できるまちづ
くりに携われればと思っています。
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ご自身の SNS アカウントで「#mokafan」
「# 真岡応援カメラマン」をつけて写真を
投稿してください。

私も
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みよっ！
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　インスタグラムやフェイスブック、エック
スなどの SNS で、#mokafan や＃真岡応援

カメラマンが付いた作品から、今回は「雲」を
テーマに紹介します。

（問・秘書広報課シティプロモーション係 ℡ 81-6947）                                                               

  宇都宮大学 2 年生の金井美雨さん。真岡まちづくり

プロジェクトの第１期生で、 現在も運営に積極的に取り

組んでいます。活動のきっかけや想いを、地域おこし協

力隊の粟村さんが伺いました！
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12 広報もおか

　　　 【人口と世帯数】令和 6 年 8 月 1 日現在　※カッコ内は前月比
78,489 人（＋ 33）男 39,830 人（＋ 37）女 38,659 人（－ 4）
33,337 世帯（＋ 65）住民基本台帳と外国人登録者数（4,239 人）から算出

　7 月 16 日（火）、市は栃木県司
法書士会と ｢空き家対策に係る協
定｣ を締結しました。令和 6 年
4 月 1 日から相続登記の申請が義
務化されたことにより、今後増加
すると考えられる空き家に関する相続や管理な
どの相談に専門的な見地から幅広く対応できる
よう、相談体制の整備・強化をしていきます。

（問・くらし安全課空き家対策係℡ 83-8144）

合同就職面接会 ・ 企業説明会
　7 月 12 日（金）、フォーシー
ズン静風で、合同就職面接会・
企業説明会が行われました。
同会は、働く人材の確保と、
市内の企業へ就職を希望する方への支援を目的
に行われているもので、28 社の人事担当者と

わたのみ基金 ・ 善意銀行 （7 月）

（敬称略、問・社会福祉協議会℡ 82-8844）
わたのみ基金

もおか鬼怒公園協力会　　　　　120,365 円
居酒屋 カラオケ演歌　　　　　　7,510 円
趣味の会山前ハイキングクラブ　　　780 円

善意銀行
真岡市退職公務員会　　　　　タオル 254 本
澤村ミヱ　　　　　　　　　　タオル 150 本
JA はが野真岡地区・二宮地区女性会 　　食品
バリバリ野郎　　　　     　　　100,000 円
匿 名　　　　　　　　　　　　　　精米10㎏
匿 名　　精米 68㎏ミニカップ焼きそば 24 箱

教室・講座
7.24 （水）
7.25 （木）

夏休み小学生プログラミング体験教室

ロボットを動かしてみよう！

　真岡工業高校電子科の先生と電子研究部の生徒が
講師となり“夏休み小学生プログラミング体験教室”
が開催されました。子どもたちは、プログラミング
ソフト“スクラッチ”で基礎を学んだ後、ロボット
を動かすプログラミングに挑戦しました。子どもた
ちは真剣な表情で取り組み、ロボットが思い通りに
動くと笑顔を見せていました。

　 空き家問題に幅広く対応 46 人の求職者が集まりました。各企業のブー
スでは、求職者の方たちが担当者から仕事の内
容や勤務条件などを詳しく聞いていました。

（問・商工観光課勤労者係℡ 83-8134）

教室・講座
7.23 （火）
7.25 （木）

科学教育センター　夏休み科学の広場

電波教室 「FM ラジオを作ろう」

　ラジオ作りなどを通じて正しい電波への理解を深
めてもらおうと栃木県電波適正利用推進員協議会と
の共催による FM ラジオ作りが行われました。はじ
めに DVD やクイズで電波の歴史や役割などについ
て学び製作に入りました。はんだごてを使って、基盤
にトランジスタやコンデンサーなど取り付けていき、
完成したラジオから音が聞こえると喜んでいました。


